
 

概要報告書  

 

 
注） 上記の報告書は、助成対象団体が作成した報告書です。（公財）日工組社会安全財団では、
記載された事業の内容等に関するお問合せには対応できませんのでご了承ください。 

事業種別 広域安全事業 

団 体 名 一般財団法人青少年問題研究会 

事 業 名 季刊誌「青少年問題」の刊行 

当財団は、公益財団法人 日工組社会安全財団の助成により、季刊誌『青少年

問題』第６５１号（第６０巻夏季号、2013年７月）、第６５２号（第６０巻秋季

号、2013年 10月）、第６５３号（第６１巻新年号、2014年１月）の編集・発行

事業を行った。 

 第６５１号の巻頭論文は石川正興「非行防止に関する多機関の連携」、特集テ

ーマは「非行防止多機関連携―警察の視点から―」であり、田村正博、遊間千秋、

石井孝、矢島正見執筆の４本の論文を掲載した。第６５２号の巻頭論文は井上章

一「思春期の性にたちむかう子供たち」、特集テーマは「青少年の性」であり、

片瀬一男、高橋征仁、麻生一枝、金 益見執筆の４本の論文を掲載した。第６５

３号の巻頭論文は松田美佐「ネット化社会の現在」、特集テーマは「ネット化社

会」であり、天笠邦一、上松恵理子、小寺敦之、松下慶太執筆の４本の論文を掲

載した。その他、連載の「現場から見た青少年問題」等を掲載した。 

 毎号、豪華執筆者を揃え、分かりやすく内容の濃いことが『青少年問題』の誇

りである。 

 

 


